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　 工 OR マ ウス の 胃体粘膜における ペ プ シ ノー

ゲ ン エ （PGI ）産生細胞の 個体発生 を、 抗 ラ

ッ ト PG 工 血清を用 い て 、 光顕 レ ペ ル で は

PAP 法 、 電顕 レ ベ ル で は間接 免疫金法 に ょ り

免疫組織化学的に観察 した。

　成熟 マ ウス で ぱPGI 免疫反応性は 主細胞 と

副細胞 に認 め られ る 。 主細胞の チ モ ーゲ ン 顆

粒上 には多数 の 金粒子 が見 られ る 。 副細胞の

粘液顆粒上 の 金粒子密度は さまざまで あ る が

一
般 に主 細胞 よ りも低 い 。 しか し、 粘液顆粒

の 免疫反応 性の 強さ に つ い て は 、 な 澄 、 検討

を要す る。

　 胃腺は 胎 生 16日に 形成さ れ始め 、 PG エ産生

細胞 も 同時に出現 す る Q しか し生後 14日 まで

はPG 工産生細胞 は
一
種類 で 原始主細胞 と呼ぼ

れ る 。 原始主細胞に蛋 白分泌性外分泌細胞 の

形態 を し、 良 く発達した 粗 面小胞体 と 、 暗 い

分泌顆粒 を有す る。 多 くの 細胞 で は分泌顆粒

上 の 免疫金粒子は 極 く少数 で あ る 。 稀に多数

の 金粒子 を もつ 細胞が存在す る が 、 微 細構造

や分布 か らは 他の 原始主細胞 と区別 で きな い 。

生後21日には主細胞 と副細胞が 区別 さ れ 、 両

細胞 と も に 分泌顆粒 上 に多数 の 免疫金粒子 を

もつ 。 こ れ は 、 t の 時期 に PG 工 が 急速に増加

す る とい う生化学的研究報告 と
一

致す る。

（は じめ に ）タ ウ リン は 体内で 最 も豊蜜 に存

在する含硫ア ミ ノ 酸 で、肝臓で は 胆汁酸や 薬

物 と抱合体を形成 し、胆 汁分泌 や 物質代謝に

関与する こ とが よ く知 られ て い る。 しか し、

顕微鏡 レベ ル で の タ ウ リン 存在様式 に つ い て

は 不 明 の 点が 多 い 。今回 、マ ウ ス の 肝臓 に お

ける タ ウ リ ン の 細胞 内局在を タ ウ リン 抗体 を

用 い る免疫組織化学 で 検討 した の で 報告す る 。

（方法）マ ウ ス を麻酔下 に 開胸 し左 心 室 よ り

37 ℃ の リソ ゲ ル 液を潅流 し脱血後、引 ぎつ

づ きア ル デ ヒ ド混合液で 固定 した。摘出肝臓

を後固定 （1 日）の あと シ ョ 糖液 に 浸潰 し、

厚 さ 20 μ m の 凍 結切片を作製 した 。 切 片 は

浮遊状態で 1 次抗体 （1万 碚希釈 ｝と 3 日間

反応 し、そ の 後ABC 免疫染色法 で染色 した 。

（結果）タ ウ リソ 様免疫陽性構造 を含有す る

細胞 は 肝小葉 内 に お い て 明 らか な分布 の 差が

認め られた 。 中心静脈周辺 で は 陽 性細胞 は ほ

と んどな く、肝小葉 の 外周 に 向か うに つ れて

陽性細胞 の 数 が 増 加 す る
。 タ ウ リン 陽性構造

は 直径 0，5〜1μ m の 明瞭な顆粒状 と して 認め

られ る． こ れ らの 細胞 1 個あた りの タ ウ リソ

陽性頼粒 の 数は ほ ぼ一定で 、数個 〜 10 個程

度で あっ た 。

一126一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


